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地震力の計算

地震層せん断力 𝑄௜
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柱および梁の大部分が木造または鉄骨造である階の高さの合計 の

         に対する比

=

建築物の振動特性に応じて建物の固有周期および地盤の種類により

     

地震層せん断力を算定する階

建物の階数

階の重量

階の柱が支える総重量

地震層せん断力

地震層せん断係数

地域係数

建物の設計用１次固有周期

建物の高さ
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    算出される数値

建築物の振動特性に応じて地震層せん断力係数の建築物の高さ方向の

         分布を表すものとして算出される数値



地震力の計算

振動特性係数𝑅௧
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